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低入札価格調査制度の見直しについて（お知らせ） 

 

 

景気低迷による厳しい価格競争の下、低価格受注による工事品質への悪影響及び下請

業者や労働者へのしわ寄せを防止する観点から、平成２５年４月１日以降に公告する案

件から下記のとおり低入札価格調査制度を見直します。 

 

 

記 

 

 

 

１ 数値的失格基準の判定率の見直し 

一次調査及び詳細調査における数値的失格基準の判定率（下限）を下表のとおりと

する。 

 

数値的失格基準(判定率)          

 
平成２５年３月３１日以前公告案件 平成２５年４月１日以降公告案件 

一次調査 詳細調査 一次調査 詳細調査 

直接工事費 ８０％ ８０％ ８５％ ８５％ 

共通仮設費 ７５％ ７５％ ７５％ ７５％ 

現場管理費 ６０％ ６０％ ７０％ ７０％ 

一般管理費 ３０％ ３０％ ３０％ ３０％ 

 
 
２ 適用開始時期 

平成２５年４月１日以降に公告する案件から適用する。 

 



別紙 
低 入 札 価 格 調 査 の 判 断 基 準 

低入札価格調査については（１）一次調査を行い、適合するもののみ（２）詳細調査を実施する。 
１ 調査対象業者が作成した工事費内訳書の積算金額について、各調査を実施する。 
２ 市設計総額をポイントの基準とし、全体を１０００ポイントとする。 
３ 直接工事費の各工種、共通仮設費の各構成費目、現場管理費又は一般管理費において、あらかじめ市が定めた調査の単位となる項目 
（以下「調査対象項目」という。）ごとに、市の設計金額の比率でポイントをあん分する。 

  

（１）一次調査での判定                       （２）詳細調査での判定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

直接工事費 

共通仮設費 

現場管理費 

一般管理費 市設計金額の３０％以上の場

合は、ポイントを加算する。 

上記の方法で判定し、６５０ポイント未満の場合

は、当該契約の内容に適合した履行がなされない

おそれがあるものと判定し、落札者としない。 

直接工事費 直接工事費全体が市設計金額の９０％以上の場合は、全ての調査

対象項目のポイントを加算する。 
市設計金額の９０％未満８５％以上の場合は、調査対象項目ご

とに調査し、削減の根拠が確認（文書等で提示）できる項目及び

市設計金額の８５％以上の項目は、当該調査対象項目のポイント

を加算する。 
市設計金額の８５％を下回る場合は、全ての調査対象項目のポ

イントを加算しない。 

共通仮設費 

現場管理費 

一般管理費 

共通仮設費全体が市設計金額の７５％以上の場合は、全ての調査

対象項目のポイントを加算する。 
市設計金額の７５％を下回る場合は、全ての調査対象項目のポ

イントを加算しない。 

市設計金額の７０％以上の場合は、ポイントを加算する。 
市設計金額の７０％を下回る場合は、ポイントを加算しない。 

６５０ポイント

以上の場合は

（２）詳細調査

を行う。 

上記の方法で判定し、９５０ポイント以上の場合は、当該契約の内容に適合した履行

がなされるものと判定する。ただし、工事費内訳書記載の単価等について算出根拠が

適正でなく、当該工事全体の見積りが信頼性に欠ける場合は、当該契約の内容に適合

した履行がなされないおそれがあるものと判定し、落札者としない。 

市設計金額の３０％以上の場合は、ポイントを加算する。 
市設計金額の３０％を下回る場合は、ポイントを加算しない。 

各調査対象項目が市設計金額

の８５％以上の場合は、当該調

査対象項目のポイントを加算

する。 

市設計金額の７０％以上の場

合は、ポイントを加算する。 

変更箇所…網掛け部分 

各調査対象項目が市設計金額

の７５％以上の場合は、当該調

査対象項目のポイントを加算

する。 


